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今年度からの変更点（１）：今年度は書式チェックを外注しているため、締め切り日までに原稿を提出

頂かないと最悪の場合掲載不可となる可能性があります。締め切り厳守でお願いします。 

 

今年度からの変更点（２）：カテゴリーを下記のように変更しましたのでご注意ください。  

1: Accelerators and Instruments (加速器関連およびビームライン、実験装置開発など） 

2: Material Sciences （固体物理、材料開発など） 

3: Atom and Molecules （気相または液相の原子・分子・クラスターなど） 

4: Surface, Interface and Thin Films （表面および界面、薄膜物性など） 

5: Life, Earth and Planetary Sciences （生物、医学、地球科学など） 

 

今年度からの変更点（３）：提出ファイルはアクティビティーレポート本文１ページのみです。昨年度と

は異なり、データーシートは含みません。必ず今年度のフォーマットファイル(AC13_Format.doc)をご

使用ください。 

 

締切：2014年3月22日(土)必着です。 

 

フォーマット厳守：原稿は必ず、「AC13_Format.doc」ファイルの書式フォーマットに基づいて作成して

下さい。注意点は本ファイルの次頁に示しました。図のラベル等も含め原稿内で使用する文字フォン

トは、Times, Times New RomanまたはSymbolのみでお願いします。 

 

原稿中の図：アクティビティレポートは、カラー印刷となります。図や写真はカラーで作成していただく

ようお願いします。 

 

提出先：Activity Report受付ウェブページ「http://www.uvsor2.ims.ac.jp/acreport/」にアクセスし(ロ

グイン名: activity、パスワード: umaumaushi)、ページ下段の原稿投稿ページのリンクより投稿ページ

にアクセスし投稿を行ってください。折り返し、受領確認メールが返送されます。もし、提出後３日以

内に受領確認メールが届かない場合は、下記の担当者に照会して下さい。 

 

提出するファイル： 

(1) MS-WORDファイル（MS-WORD及びファイルの名前は、第1著者の名前「author.doc」） 

(2) 上記のMS-WORD(author.doc）のPDF形式 （MS-WORDのバージョン違いによるズレを修正する

ため） 

(3) 原稿中に使用した図のオリジナル(例：「fig1.jpg」) 

なお、MS-WORDおよびファイルの名前は、第一著者の名前を用いて下さい（例：author.doc, 

author.pdf）。図のファイル名は、原稿中の図番号と同じ名前をファイル名に用いて下さい（例：

fig1.org, fig2.pxp）。 

 

未登録論文の提出：学術雑誌に発表された論文でUVSORの論文データベースに未登録のものがあ

れば、「https://www.uvsor.ims.ac.jp/about/activity.html#papers」を参考に提出をお願いします。論

文連絡票が必要です。uvsor@ims.ac.jp又はUVSOR事務室まで。 

UVSORの論文データベースは、http://www.uvsor2.ims.ac.jp/papers/で閲覧できます（ログイン名：

useractivity パスワード：ushiumauma）。 

 

提出したファイルの差し替えなど修正が生じた場合： 

「投稿者氏名」「受付番号」を記してメール添付にて岩山(iwayama@ims.ac.jp)にお送りください。（※

web受付システムを利用して再投稿しないでください） 

 

http://www.uvsor2.ims.ac.jp/acreport/
https://www.uvsor.ims.ac.jp/about/activity.html#papers
mailto:uvsor@ims.ac.jp
mailto:iwayama@ims.ac.jp


 

今年のアクティビティレポート担当は、岩山・許斐です。質問等がありましたら、 

e-mail: iwayama@ims.ac.jp  TEL: 0564-55-7403 

まで、お問い合わせ下さい。 

 

UVSOR Activity Report 2013 編集委員会 
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This is the style file for the format of Users’ 
Reports [1]. Fonts of Times, Times New Roman and 
Symbol are applicable to your reports, including 
figure legends and blank spaces. The font sizes and 
styles for your reports are listed in Table 1 [1, 2]. In 
addition, the examples for references are indicated in 
the end of this draft [1-3].  
  At the beginning of each paragraph, two space 
characters should be inserted as an indent.  

Regarding the beamline name of UVSOR, no 
hyphen between BL and its number is needed.  

Regarding the Figure, "Figure #" and "Fig. #" 
should be used at the beginning of sentence and in the 
sentence, respectively.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
Fig. 1. Photo of the variably polarized U7 undulator.  

 
Table 1.  Font size and style. 

 Font Size Style 
Beamline 10 pt Normal 
Title 14 pt Bold 
Author Name 12 pt Normal 
Affiliation 10 pt Italic 
Text 10 pt Normal 
Ref: Text 10 pt Normal 
Ref: et al 10 pt Italic 
Ref: Volume 10 pt Bold 
Caption 10 pt Normal 

 
[1] M. Hosaka, H. Hagiwara and Y. Hikosaka, 
UVSOR Activity Report 33 (2006) 1. 
[2] T. Kaneyasu et al., Phys. Rev. Lett. 101 (2008) 
183003. 
[3] M. Matsunami, Textbook (MM Press, Okazaki, 
2012).  

フォントサイズは 10pt、位置は変えないでください。

BL と番号の間にハイフンは必要ありません。 14pt、太字、中央配置 

10pt、イタリック、中央配置 

12pt、中央配置、最終著者の

前に and 

図のオリジナルファイルを

提出。図中の文字は 8pt 相当

以上で。 

10pt 

巻の番号は太字。 

使用するフォントは、 
Times、Times New Roman 
または Symbol のみ 

本の題名はイタリック 

2 文字空ける 

et al はイタリック 

テキストボックスは使用し

ない 

"Introduction"や"Experiment"など

節で分けない 

１行空ける 

１行空ける 
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